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 立春、暦の上では春ですが、とても寒い日が続いています。今週はとても冷え込みそう

です。本校でもインフルエンザやマイコプラズマ、コロナ、かぜ症状の子供たちがおり、

休んでおります。早く治って元気に登校してもらいたいと思います。 

 さて、これまでも登校の様子についてはお伝えしています。 

 

 朝から元気に挨拶をする子供たちが増えてきています。それも「笑顔」で挨拶をするよう

になっています。 

 

 児童玄関の前には３つの消毒の場所があり、消毒をして入るように伝えています。登校

してランドセルを教室に置き、準備をしたら勢いよく外に飛び出していきます。その時に

気を付けていることは、子供たちに「いってらっしゃい」と、声をかけることです。少し前ま



では、あまり反応がなく返事がなかったのですが、少しずつ「行ってきます」と返す子供た

ちが増えました。チャイムが鳴り戻ってくる子供たちには「おかえり」と、声をかけていま

す。「ただいま」と返ってくるようになりました。うれしいことに、最近では、子供たちの

方から「行ってきます」と言って外に出る子供たちも増えました。すばらしい子供たちだな

と感心しています。 

 

 子供たちが登校してくる通路には生活委員会の他にも挨拶運動をしている子供たちがい

ます。５年生です。５年生が学級ごとに交代で立ち、挨拶をしています。寒い中、登校し

て来る子供たちに笑顔で挨拶をしています。もうすぐ６年生。頼もしいです。 

 

 子供たちの登校の様子をお伝えしましたが、「挨拶は人と人とのつながりを生むもの」だと

思っております。「子供も大人もともに」進んで挨拶ができ、さらに笑顔で挨拶ができるよ

うになると、畝刈の町がもっともっと元気になるのではないかと思います。ぜひ地域でも

挨拶の輪を広げていただき、「知っている人、知らない人」誰にでも会ったときには挨拶がで

きる畝刈の町になることを願っております。もちろん、畝刈小学校に来校の際にも、笑顔

で元気な挨拶をお願いいたします。私たち教職員も笑顔で元気な挨拶を心がけていきたい

と思います。 

「やるばい！あぜかり！！」 


